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〔論文審査の要旨〕 

 
本論文は，幅広い分野で金属基複合材料の応用拡大に向け，多種類の金属とマクロ炭素繊維

及びナノ繊維を複合化するために新しい製造プロセスを開発した研究である。本研究で開発さ

れた新プロセスを用い複合材料の作製時，製造条件の最適化，微細な組織観察，機械的·熱的

特性評価を行っており，「ものつくり」観点から工学的には大変優れた研究成果が極められて

いる。 
第 1 章では，金属基複合材料の科学的背景，製造プロセス，開発状況について説明している。

プリフォームを要しない製造プロセスの簡略化の必要性について説明している。 
 第 2 章では，従来の製造方法を用い，マクロ炭素繊維及びナノ炭素繊維を用い金属基複合材

料を製造，微細組織構造や問題点などを調査している。 
第 3 章では，新製造プロセス法を用い作製した複合材料の微細な組織及び第 2 章で作製した

複合材料との組織及び特性を比較している。 
第 4 章では，異なる母材を用い新しい製造プロセスで作製した複合材料の機械的·熱的特性

評価を行っている。新しいプロセスで作製した複合材料は，高い相対密度と硬度を実現でき，

この研究で開発された新しいプロセスの有用性を証明している。 

第 5 章では，得られた成果の概要と今後の課題についてまとめられている。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるもの

と認められる。 
 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


